
指
摘
。
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
を
重

ね
、
異
な
る
得
意
分
野
や
組

織
風
土
を
持
つ
両
研
究
所
を

無
理
や
り
統
合
す
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
が
損
な
わ
れ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
統
合
が
市
工
研

の
研
究
者
・
技
術
者
・
職

員
、
利
用
企
業
な
ど
関
係
者

の
声
を
ま
っ
た
く
聞
か
ず
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
批
判
。

「
議
論
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

統
合
の
必
要
が
ま
っ
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
は
明
白
。
そ

れ
で
も
統
合
に
突
き
進
む
の

は
、
大
阪
市
解
体
の
『
都
』

構
想
実
現
の
た
め
だ
」
と
断

じ
ま
し
た
。

り
込
ん
だ
付
帯
決
議
を
付
け

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
反
対

し
て
き
た
自
民
と
公
明
な
ど

が
賛
成
に
回
り
ま
し
た
。

強
み
な
く
な
る

　

反
対
討
論
で
日
本
共
産
党

の
小
川
陽
太
議
員
は
、
統
合

議
案
が
こ
れ
ま
で
３
度
否
決

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
市
長
は

重
く
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と

　

大
阪
市
議
会
は
４
日
の
本

会
議
で
、
水
道
事
業
民
営
化

に
向
け
た
検
討
・
準
備
経
費

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
１

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
と
、
府
市
の
港
湾
を
一
元

管
理
す
る
議
案
、
市
立
工
業

研
究
所（
市
工
研
、
大
阪
市

城
東
区
）と
府
立
産
業
技
術

総
合
研
究
所（
産
技
研
、
和

泉
市
）を
統
合
す
る
た
め
の

関
連
議
案
な
ど
を
、
維
新
、

自
民
、
公
明
な
ど
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
補
正
予
算
案
と
港

湾
一
元
化
、
市
工
研
と
産
技

研
の
統
合
関
連
議
案
に
反
対

し
ま
し
た
。

　

市
工
研（
１
９
１
６
年
創

設
）は
化
学
分
野
で
強
み
が

あ
り
、
金
属
や
機
械
・
加
工

技
術
分
野
を
得
意
と
す
る
産

技
研
と
役
割
分
担
し
な
が

ら
、
大
阪
の
中
小
企
業
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

維
新
府
市
政
は
「
二
重
行

政
解
消
」
の
名
で
、
２
年
前

か
ら
３
度
に
わ
た
り
統
合
技

官
を
提
案
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
否
決
。
市
は

今
議
会
に
議
案
を
再
提
出

し
、
府
市
が
統
合
後
に
予
算

措
置
を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛

市
工
研
と
産
技
研
の
統
合
案
可
決

大
阪
市
議
会 

小
川
市
議
が
反
対
討
論

小川陽太市議

shikai
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